
　年間　１，０００円

　平成４年３月１５日

　　（一定時間の講習が必要ですが、体験は随時受け付けています。）

　　して話を伝えるために、書画カメラ（実物投影機）を利用したり、ノートを

　　あなたも聴覚障害者等の方々のためにがんばってみませんか。

　　使用したりして、情報を伝えることです。

　　メンバー全員でお待ちしています。

　　最近は、パソコンを使用したパソコン要約筆記が主流となっています。

　4０歳～７０歳代

　毎月１回　定例会 ・ 勉強会

　　

7　徳島県筆記通訳者協会鳴門支部めだか

年 齢 構 成

グループPR

会　費　等

設立年月日

活 動 内 容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　筆記通訳（又は要約筆記）とは、手話を理解出来ない聴覚障害者は

活 動 場 所

活 動 日 時

　鳴門市地域共生センター他　（サークルの総会、勉強会など）

　５名　会　員　数

　　もちろん、難聴者、中途失聴者、高齢者の方々に対して、活字を利用

　　・　他市町村への派遣応援　　　など

　　・　鳴門市障害者スポーツ ・ レクレーション大会

　　・　子どものまちフェスティバル


